　＜新旧対照表＞
第２次高梁市地域公共交通網形成計画
第２章高梁市の公共交通の現状

２．民間バス路線（７ページ）
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＜令和２年３月の状況＞
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新＜令和５年１０月の状況＞（７-1ページ）
※１～５の各系統は地域公共交通確保維持事業で補助を受けようとする系統である。


（７-2ページ）へ追加
	民間バス路線　一覧
	
	
	　
	
	

	区分

補助
事業
	系統名
	起点
	経由地
	終点
	事業許
可区分
	運行
態様
	実施
主体
	役割
	確保
維持策

	生活交通路線（５系統）
（幹線補助）
	①呰部
	高梁駅
	塩坪
	呰部
	４条乗合
	路線定期運行
	交通事業者
	次ページ参照
	・交通事業者と協議の上、一定以上の運行水準を確保
・地域公共交通確保維持事業(幹線補助)を活用し持続運可能な運行を行う

	
	②吉川
	高梁駅
	ﾘﾊﾋﾞﾘ
	吉川
	
	
	
	
	

	
	③岡山
	地頭
	古町
	岡山
	
	
	
	
	

	
	④地頭
	地頭
	古町
	高梁駅
	
	
	
	
	

	
	⑤(高)
勝山
	天満屋
BC
	賀陽IC
	勝山
	
	
	
	
	

	市単独路線（２１系統）
（高梁市単独補助）
	金倉
	金倉
	有漢IC
	高梁駅
	４条乗合
	路線定期運行
	交通事業者
	市内各地域を運行し、軸となる地域拠点（主に高梁バスセンター・各地域局・病院）に接続する。
	・交通事業者と協議の上、一定以上の運行水準を確保
・運行にかかる費用総額のうち、経常収益および他補助を運行経費から差し引いた差額分を高梁市が補助金として運行事業者へ負担することとする

	
	神原
	神原
	新町
	高梁駅
	
	
	
	
	

	
	東村
	東村
	大和
	高梁駅
	
	
	
	
	

	
	吹屋
	吹屋
	川面
	高梁駅
	
	
	
	
	

	
	平川
	平川
	古町
	高梁駅
	
	
	
	
	

	
	※
	坂本
	田原
	川合
	廃止済
	
	

	
	大和
	大和
	坂本
	高梁駅
	４条乗合
	路線定期運行
	交通事業者
	
	

	
	有漢
インター
	高梁駅
	川関口
	有漢IC
	
	
	
	
	

	
	坂本
	坂本
	成羽
	高梁駅
	
	
	
	
	

	
	方谷
	山際
	花木
	川面駅
	
	
	
	
	

	
	穴田
	穴田
	川面
	高梁駅
	
	
	
	
	

	
	穴田
	穴田
	笹尾
	高梁駅
	
	
	
	
	

	
	穴田
	宇治
	ヒキ谷
	穴田
	
	
	
	
	

	
	成羽
	成羽
	県民局
	高梁駅
	
	
	
	
	

	
	※
	田原
	川戸
	平川
	廃止済
	
	

	
	※
	高梁駅
	祇園
	川面駅
	廃止済
	
	

	
	陣山
	陣山
	三本松
	高梁駅
	４条乗合
	路線定期運行
	交通事業者
	
	

	
	陣山
	陣山
	井谷
	高梁駅
	
	
	
	
	

	
	八石
	丸岩
	八石
	川面駅
	
	
	
	
	

	
	市内
循環
	高梁駅
	吉備
国大
	高梁駅
	
	
	
	
	

	
	山際
	山際
	川面
	高梁駅
	
	
	
	
	

	
	丸岩
	丸岩
	祇園
	高梁駅
	
	
	
	
	

	
	丸岩
	丸岩
	祇園
	宮瀬口
	
	
	
	
	

	
	川合
	川合
	成羽
	高梁駅
	
	
	
	
	


※系統については廃止済
	運行系統名
	役割

	①呰部
	真庭市旧北房町地域及び高梁市巨瀬町、津川町、有漢町各地域における、主に自動車運転免許証を持たない交通弱者である高齢者や学生の通学（高梁・城南高等学校・高梁市立高梁東中学校）・通院・買い物といった、生活を営む為に必要な路線である。

	②吉川
	吉備中央町内旧賀陽町地域及び高梁市津川町地域における、主に自動車運転免許証を持たない交通弱者である高齢者や学生の通学（高梁・城南高等学校）・通院・買い物といった、生活を営む為に必要な路線である。

	③岡山
	高梁市西部地域である成羽町・川上町・備中町住民の主に自動車運転免許証を持たない交通弱者である高齢者の通院・買い物（総社市や岡山市方面）といった、生活を営む為に必要な路線である。

	④地頭
	高梁市内の最重要幹線であり、高梁市西部地域である成羽町・川上町住民の通勤・通学（高梁・城南高等学校）・通院・買い物を主とし、生活を営む為に必要な路線である。

	⑤(高)勝山
	高梁市北東部（主に高梁市松山、有漢町）における住民の岡山市内病院への通院、買い物等の利用のため必要な路線である。


（７-3ページ）へ追加
第６章　第２次高梁市地域公共交通網形成計画
５．計画の目標
＜旧＞（Ｐ5７～58ページ）
（単位：千円）

	基本方針
	計画の目標

	基本方針１　
まちづくりと連携した持続可能な公共交通
	評価指標１
	公共交通に対する財政支出額

	
	具体的内容
	公共交通に係る年間経費の抑制

	
	現在値
	254,752千円 （実施計画8ページ参照）

	
	目標値
	203,000千円 

	
	評価指標２
	高齢者などの交通弱者の移動手段確保

	
	具体的内容
	タクシーを利用した移動手段の構築及び利用促進

	
	現在値
	　―

	
	目標値
	実証期間を経て目標値を設定

	
	評価指標３
	地域公共交通サービスに関する満足度

	
	具体的内容
	アンケート調査による「高梁市の地域公共交通全般への満足度」の5段階評価の平均点
※満足5、やや満足4、どちらでもない3、やや不満2、不満1

	
	現在値
	3.09（R1住民アンケート）

	
	目標値
	3.30


	基本方針
	計画の目標

	基本方針２
まちの魅力を高め、人々の交流を促す公共交通
	評価指標１
	市街地循環線の利用者数

	
	具体的内容
	市街地循環線の年間利用者数

	
	現在値
	27,095人（平成30年度）

	
	目標値
	27,000人

	
	評価指標２
	沿線の施設等と連携した公共交通の利活用

	
	具体的内容
	医療機関や商業施設等と連携した公共交通利活用事例数

	
	現在値
	1件

	
	目標値
	3件

	
	評価指標３
	観光施設と連携した公共交通の魅力を高める取組

	
	具体的内容
	観光施設と連携した交通サービス事業件数

	
	現在値
	4件（備中松山城シャトルバス、備中松山城観光乗合タクシー、　　　備中松山城雲海展望台観光乗合タクシー、高梁市観光周遊タクシー）

	
	目標値
	4件


	基本方針
	計画の目標

	基本方針３
協働による公共交通の維持・発展
	評価指標１
	公共交通に関する住民との情報・意見交換

	
	具体的内容
	住民意見交換会等の開催回数

	
	現在値
	年間12回（平成29年度から令和元年度の3カ年の平均）

	
	目標値
	年間15回

	
	評価指標２
	バスや乗合タクシーを利用したいと思う人の割合

	
	具体的内容
	住民アンケート調査における、バスや乗合タクシーなどの公共交通を利用したいと思う人の割合

	
	現在値
	54.7％（バス等利用意向回答者数／全回答者数：R1住民アンケート）

	
	目標値
	60%

	
	評価指標３
	公共交通の利用者数

	
	具体的内容
	路線バス、生活福祉バス・乗合タクシーの利用者数

	
	現在値
	路線バス：日輸送量142.6人(平成30年度)
生活福祉バス・乗合タクシー：年間13,393人(平成30年度)

	
	目標値
	路線バス：日輸送量140人
生活福祉バス・乗合タクシー：年間13,000人


注）日輸送量（乗車密度×平均運行回数）は、実際の利用者数ではありません。
＜新＞（Ｐ5７～58ページ）
（単位：千円）

	基本方針
	計画の目標

	基本方針１　
まちづくりと連携した持続可能な公共交通
	評価指標１
	公共交通に対する財政支出額

	
	具体的内容
	公共交通に係る年間経費の抑制

	
	現在値
	254,752千円 （実施計画8ページ参照）

	
	目標値
	203,000千円 

	
	評価指標２
	高齢者などの交通弱者の移動手段確保

	
	具体的内容
	タクシーを利用した移動手段の構築及び利用促進

	
	現在値
	　―

	
	目標値
	実証期間を経て目標値を設定

	
	評価指標３
	地域公共交通サービスに関する満足度

	
	具体的内容
	アンケート調査による「高梁市の地域公共交通全般への満足度」の5段階評価の平均点
※満足5、やや満足4、どちらでもない3、やや不満2、不満1

	
	現在値
	3.09（R1住民アンケート）

	
	目標値
	3.30


	基本方針
	計画の目標

	基本方針２
まちの魅力を高め、人々の交流を促す公共交通
	評価指標１
	市街地循環線の利用者数

	
	具体的内容
	市街地循環線の年間利用者数

	
	現在値
	27,095人（平成30年度）

	
	目標値
	27,000人

	
	評価指標２
	沿線の施設等と連携した公共交通の利活用

	
	具体的内容
	医療機関や商業施設等と連携した公共交通利活用事例数

	
	現在値
	1件

	
	目標値
	3件

	
	評価指標３
	観光施設と連携した公共交通の魅力を高める取組

	
	具体的内容
	観光施設と連携した交通サービス事業件数

	
	現在値
	4件（備中松山城シャトルバス、備中松山城観光乗合タクシー、　　　備中松山城雲海展望台観光乗合タクシー、高梁市観光周遊タクシー）

	
	目標値
	4件


	基本方針
	計画の目標

	基本方針３
協働による公共交通の維持・発展
	評価指標１
	公共交通に関する住民との情報・意見交換

	
	具体的内容
	住民意見交換会等の開催回数

	
	現在値
	年間12回（平成29年度から令和元年度の3カ年の平均）

	
	目標値
	年間15回

	
	評価指標２
	バスや乗合タクシーを利用したいと思う人の割合

	
	具体的内容
	住民アンケート調査における、バスや乗合タクシーなどの公共交通を利用したいと思う人の割合

	
	現在値
	54.7％（バス等利用意向回答者数／全回答者数：R1住民アンケート）

	
	目標値
	60%

	
	評価指標３
	公共交通の利用者数

	
	具体的内容
	路線バス、生活福祉バス・乗合タクシーの利用者数

	
	現在値
	路線バス：日輸送量142.6人(平成30年度)
生活福祉バス・乗合タクシー：年間13,393人(平成30年度)

	
	目標値
	路線バス：日輸送量140人
生活福祉バス・乗合タクシー：年間13,000人

	
	評価指標４
	公共交通の収支率等

	
	具体的内容
	収支率の改善（路線バス・生活福祉バス）または１人あたりの経費の改善（乗合タクシー）

	
	現在値
	民間バス路線の収支率　　36.3％(令和４年度)

生活福祉バスの収支率　4.1％(令和４年度)
乗合タクシーの一人あたりの経費　4,890円(令和４年度)

	
	目標値
	民間バス路線の収支率36.3％(令和６年度)

生活福祉バスの収支率　4.5％(令和６年度)
乗合タクシーの一人あたりの経費　4,500円(令和６年度)


注）日輸送量（乗車密度×平均運行回数）は、実際の利用者数ではありません。
６．目標を達成するために行う事業（Ｐ62ページ）へ追加
（１）公共交通運行事業
	⑥高梁市公共交通（路線バス・生活福祉バス・乗合タクシー）の運行維持及び利用促進

	関連する目標
	基本方針３　評価指標３　公共交通の利用者数
基本方針３　評価指標４　公共交通の収支率等

	【事業内容】
＜生活交通路線（①呰部、②吉川、③岡山、④地頭）及び市単独路線＞
・「高梁市公共交通時刻表」を毎年度作成・高梁市内へ全戸配布し、路線バスの利用周知を促進します。（高梁市）
・高校生の通学定期券半額補助制度の広報及び制度の維持を行います。（高梁市）
・利用者アンケートの実施等により、お客様のニーズにあったきめ細やかなダイヤ改正を実施します。（備北バス(株)）
・往復利用運賃割引制度の周知により利用促進を行います。（生活交通路線のうち③岡山線：備北バス(株)）
・岡山県警察と協力し“愛カード”の広報活動による利用促進を行います。（備北バス(株)）
・事業者単独では路線維持が困難なため、地域公共交通確保維持事業（地域間幹線系統確保維持費国庫補助金）を活用します。（生活交通路線①～④：備北バス(株)）

＜生活交通路線（⑤（高）勝山）＞
・沿線の観光情報等を掲載した時刻表を作成して関係自治体、観光関連団体及び観光施設等へ配布し、利用促進を図ります。（中鉄北部バス(株)）
・令和６年度より「高梁市公共交通時刻表」に路線を記載、作成後全戸配布し、利用周知を促進します。（高梁市）
・事業者単独では路線維持が困難なため、地域公共交通確保維持事業（地域間幹線系統確保維持費国庫補助金）を活用します。（中鉄北部バス(株)）
＜生活福祉バス・乗合タクシー＞
・「高梁市公共交通時刻表」を毎年度作成・高梁市内へ全戸配布し、生活福祉バスの利用周知を促進します。（高梁市）
・地域からの要望により、公共交通の利用方法について説明会を開催し、新たな利用を促します。（高梁市）

	実施主体
	高梁市、交通事業者

	実施時期
	令和５年度より毎年実施


７．計画の目標と評価
＜旧＞（Ｐ68ページ）

計 画 目 標 評 価
	基本方針
	計画の目標
	評価
時期
	

評価するためのデータ
（データ取得方法）

	基本方針１　
まちづくりと連携した持続可能な公共交通
	公共交通に対する財政支出額
	毎年
	住民基本台帳人口
市の保有するデータ

	
	高齢者などの交通弱者の移動手段確保
	毎年
	市の保有するデータ

	
	地域公共交通サービスに関する満足度
	最終
年度
	アンケート調査

	基本方針２　
まちの魅力を高め、人々の交流を促す公共交通
	市街地循環線の利用者数
	毎年
	交通事業者の保有するデータ

	
	沿線の施設等と連携した公共交通の利活用
	最終
年度
	交通事業者や関係施設等への聞き取り調査

	
	観光施設と連携した公共交通の魅力を高める取組
	最終
年度
	交通事業者や関係施設等への聞き取り調査

	基本方針３　
協働による公共交通の維持・発展
	公共交通に関する住民との情報・意見交換
	毎年
	市の保有するデータ

	
	バスや乗合タクシーをまた利用したいと思う人の割合
	最終
年度
	住民アンケート調査


＜新＞（Ｐ68ページ）

計 画 目 標 評 価
	基本方針
	計画の目標
	評価
時期
	

評価するためのデータ
（データ取得方法）

	基本方針１　
まちづくりと連携した持続可能な公共交通
	公共交通に対する財政支出額
	毎年
	住民基本台帳人口
市の保有するデータ

	
	高齢者などの交通弱者の移動手段確保
	毎年
	市の保有するデータ

	
	地域公共交通サービスに関する満足度
	最終
年度
	アンケート調査

	基本方針２　
まちの魅力を高め、人々の交流を促す公共交通
	市街地循環線の利用者数
	毎年
	交通事業者の保有するデータ

	
	沿線の施設等と連携した公共交通の利活用
	最終
年度
	交通事業者や関係施設等への聞き取り調査

	
	観光施設と連携した公共交通の魅力を高める取組
	最終
年度
	交通事業者や関係施設等への聞き取り調査

	基本方針３　
協働による公共交通の維持・発展
	公共交通に関する住民との情報・意見交換
	毎年
	市の保有するデータ

	
	バスや乗合タクシーをまた利用したいと思う人の割合
	最終
年度
	住民アンケート調査

	
	公共交通の利用者数
公共交通の収支率等
	毎年
	交通事業者の保有するデータ
市の保有するデータ


第２次高梁市地域公共交通網形成計画に基づく実施計画
第２次高梁市地域公共交通網形成計画に掲げる目標を達成するために行う事業の実施方針（実施計画Ｐ1ページを追加：Ｐ1-2）

・地域公共交通確保維持事業に係る国の支援の活用（※P62予定）
	【実施方針】
・生活交通路線（7-2ページ参照）の地域公共交通確保維持事業に係る国の支援の活用
※①呰部、②吉川、③岡山、④地頭
〇アイドリングストップ等の運転による燃料費の削減を行う。
〇点検整備を徹底による修繕費の軽減及び安全な運行に努める。
〇利用者アンケート等の実施によるニーズにあった細やかなダイヤ改正の実施を行う。
〇「高梁市公共交通時刻表」発行による市民及び公共施設への路線バスの周知に努める。
〇関係自治体における予算内での路線バスへの運行補助を行う。
※③岡山
〇往復利用運賃割引制度の周知による利用者増に努める。
※⑤（高）勝山
〇沿線の観光情報等を掲載した時刻表を作成して関係自治体、観光関連団体及び観光施設等へ配布し、利用促進を図る。
〇バスロケーションシステムの利用方法等を各停留所及びバス車内等に於いてＰＲする等し、利便性の向上を図る。
〇アイドリングストップを徹底するとともに、道路状況に応じた適切なギヤとアクセルの活用により、一層の燃料費用削減及び環境にやさしい運行に努める。
〇点呼時に「当社の安全目標カード」及び「危険箇所ハザードマップ」を確認、携行させ、危険予測を意識した安心安全な輸送に努める。
〇令和６年度より「高梁市公共交通時刻表」に路線を記載、作成後全戸配布し、利用周知を促進する。
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